
水力発電装置 2019

こんなことが出来ます！

大雨や洪水などの災害に強い水力発電装置です。
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【解決したポイント】 【従来の問題点】
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ライセンス情報

　水車を中空円筒状の回転体とし、その
円筒面に「くの字形」の凹溝を形成して、
船首状の先端部を有する本体部に収納し
て係留するので、流木等の異物が接触し
ても破損が生じにくい。

　従来の水力発電装置では、水車に対する
水面の高さが変動すると発電量にばらつき
が生じたり、水流と共に流れてくる流木等
の異物が水車を破損させたりして発電効率
の低下が生じる恐れがあった。

•水面高さや水流の変化に対応できるた
め、高い発電状態が維持できます。
•短時間で設置でき、異物が絡みにくいた
めメンテナンスが容易です。
•固定式ではないため、大雨や洪水の被害
を受けにくい構造です。
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　水流を受けて回転する回転体を中空円筒状として「くの字形」の凹溝を形成し、この回転体を本体部の下
面側に形成した収納凹部に収納し、この収納凹部近傍を流動する水を、本体部に形成した排出孔から排出
する構造にしたので、水面の高さ変動に対応でき、異物が接触しても破損しにくく、水流の乱れが生じにくい。
　本体部は船首に相当する先端部を有するので、水流に対して上流を向いた状態を安定的に保持できる。

（流木等の異物に強い水力発電装置）
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